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A 大学 B学部のスポーツ系コースに所属する学生で，器械運動を履修している 2年生 57名（男







が 28%，「どちらでもない」が 37%，「いいえ」が 35%となっており，マット運動の授業の前半









図 1 質問「マット運動は好きですか」 
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2．  倫理面への配慮及びアンケート調査の実施時期 
2016 年 11 月 1 日の講義内で研究についての説明を行った。その際，質問紙調査や授業風景
の撮影への協力は任意であること，協力しないことで成績等に不利が生じることはないこと，
アンケートの記入と提出によって同意を得たものとすることを伝えた。アンケート調査は 2016


















表 1 は，A 大学 B 学部の器械運動の授業計画を表にまとめたものである。そして表 2 は 15
回の授業のうちマット運動を取り扱った第 2 回目から第 11 回目までの授業実践の様子をまと
めたものである。	 
	 
表 1 器械運動の授業計画 
	 
	 
表 2 マット運動を取り扱った授業実践の様子 
	 
器械運動
















った。マット運動の実技試験の内容は表 3 に示したとおりである。	 
	 
















やりたくない」「できない」などと否定的に捉えられる記述をした学生は 8 名だった。	 
シンクロマットの演技創作の時間としては，マット運動全 10 回の授業のうち，7，8，9 時
間目の 3 コマを設けた。グループ分けに関しては，5 人から 8 人までなら自由に組んで良いと
学生に指示した。また文部科学省（2015）は，中学校第 3 学年及び高等学校入学年次における



















図 2 シンクロマット演技発表の様子 1 
	 
図 3 シンクロマット演技発表の様子 2 
	 















図 5 形成的授業評価結果 
	 
















「学び方」の次元は 2.64 から 2.76 に上がった。その中でも「自分から進んで練習できまし
たか」という質問においては，シンクロマット実施前の回答は「はい」が 77％，「どちらでも
ない」が 21％，「いいえ」が 2％だった。それがシンクロマット実施後には「はい」が 84％，


















































詳しくみてみると，「成果」次元では 2.50 から 2.68 に上昇した。「深く心に残ることや感動す
ることがありましたか」という質問では，シンクロマットの実施前には「はい」が 37％，「ど
ちらでもない」が 42％，「いいえ」が 21％だったが，シンクロマット実施後には「はい」が 67％，
「どちらでもない」が 28％，「いいえ」が 5％と全体的に向上したといえる。「意欲・関心」の





ット実施前は「はい」が 77％，「どちらでもない」が 21％，「いいえ」は 2％だった。それが
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